(別紙１)

令和５年度富士山のごみ持ち帰りマナー向上対策事業 

業務委託企画提案審査基準

プロポーザル審査は、企画提案書等の関係書類及び参加者からの説明等について、
以下の審査基準に基づき実施する。

	評価項目
	評価基準
	評価点

	事業の理解度

（５点）
	令和４年度の事業結果を踏まえ、事業の趣旨を十分に理解し、目的に合致した内容となっているか。
	各基準

５点

（計50点）

	ごみ持ち帰りマナー啓発の内容

（10点）
	来訪者の関心を惹きつけ、マナー向上につながる企画となっているか。
	

	
	外国人や若年層の来訪者にも事業の趣旨が伝わる工夫がされているか。
	

	事前啓発の内容
（５点）
	外国人や若年層へのＰＲ効果が高く、事業の趣旨が理解される内容となっているか。
	

	インターネット等を活用した

啓発の内容

（５点）
	各ツールの特性を活用し、事業の趣旨が外国人や若年層の登山予定者にも届くように工夫がされているか。
	

	事業効果の検証の内容

（５点）
	ごみ放置状況の分析の手法は効果的なものであるか。
	

	事業スケジュール

（５点）
	事業の全体スケジュールが具体的かつ的確に示されているか。
	

	運営体制

（５点）
	業務の運営に必要な人員が確保され提案内容を確実に履行可能な体制であるか。
	

	富士山周辺での

受託業務等の経験

（５点）
	富士山周辺での行政からの受託業務または、類似の活動の実績があるか。
	

	経費見積りの妥当性

（５点）
	事業内容に見合った経費見積りとなっているか。
	


